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カ
ル
ダ
モ
ン
と
聞
く
と
カ
レ
ー
の
香
辛
料
の
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
カ
レ
ー
の
香
辛
料
に

使
う
カ
ル
ダ
モ
ン
（
学
名Elettaria cardam

om
um

）

は
、
イ
ン
ド
産
の
も
の
が
有
名
だ
。
日
本
で
は
小シ
ョ
ウ

豆ズ

蔲ク

の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（『
医
学
英
和
辞
典
』）。

そ
れ
で
は
、
薬
用
種
の
カ
ル
ダ
モ
ン
（A

m
om

um
 

spp.

）
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
薬
用
カ
ル
ダ
モ
ン
は
、

日
本
で
白ビ
ャ
ク

豆ズ

蔲ク

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
漢
方
薬
の
原

料
に
な
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
現
地
の
言
葉
で
、「
ク

ロ
ヴ
ァ
ー
ニ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
薬
用
カ
ル
ダ
モ

ン
（
学
名 A

m
om

um
 krâvanh

）
が
生
産
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
産
地
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
西
方
、
タ
イ
と
国

境
を
接
す
る
森
林
地
域
に
あ
り
、カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈（
現

地
語
でchuos phnum

 krâvanh

）
と
い
う
地
名
で

呼
ば
れ
て
き
た
（
地
図
）。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
カ
ル

ダ
モ
ン
は
、
20
世
紀
中
頃
ま
で
中
国
や
香
港
へ
輸
出
さ

れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
と
水
源
の
森
と
の
関

係
、
カ
ル
ダ
モ
ン
産
地
の
暮
ら
し
、
そ
の
生
活
の
変
化

を
森
林
の
開
発
と
消
失
の
動
き
か
ら
み
て
い
こ
う
。

水
源
の
森
で
育
つ
カ
ル
ダ
モ
ン

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
は
、
雨
が
多
く
降
る
。
年
間
の
降

雨
量
は
国
内
最
大
の
３
０
０
０
㍉
㍍
以
上
に
達
す
る
。

こ
の
山
脈
は
陸
と
海
を
分
け
る
立
地
に
あ
る
。
分
水
嶺

か
ら
流
れ
る
河
川
は
、内
陸
側
へ
は
ト
ン
レ
サ
ー
プ
湖
・

メ
コ
ン
川
流
域
へ
、
海
側
へ
は
タ
イ
湾
へ
と
注
ぐ
。
標

高
は
１
７
０
０
㍍
台
ま
で
及
び
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
最
高

峰
ア
ウ
ラ
ル
山
も
連
な
る
。
雨
季
に
海
岸
か
ら
季
節
風

が
山
の
斜
面
に
吹
き
込
む
と
、
大
量
の
雨
が
降
り
、
河

川
流
域
に
水
源
を
供
給
す
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
が
育
つ
た
め
に
は
十
分
な
雨
が
必
要

だ
。水
場
の
近
く
、川
沿
い
、蛭
の
多
い
と
こ
ろ
に
育
つ
。

日
光
に
弱
く
、
樹
木
の
陰
で
育
ち
や
す
い
。
発
芽
か
ら

３
年
後
の
乾
季
、
２
月
か
ら
３
月
に
、
茎
の
周
り
に
白

い
花
が
咲

く
。
そ
し

て
雨
季
の

７
月
ご
ろ

に
果
実
が

実
る
。
果

実
の
中
に

あ
る
種
の

油
に
薬
効

が
あ
り
、

駆
風
剤
や

消
化
剤
な

ど
に
使
わ

れ
る
。
地
元
の
人
は
、
煎
じ
て
飲
ん
だ
り
、
種
を
か
ん

で
利
用
す
る
。
現
地
で
流
通
す
る
タ
イ
ガ
ー
バ
ー
ム
に

似
た
塗
り
薬
の
成
分
に
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
産
地
の
暮
ら
し

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
国
民
の
９
割
が
公
用
語
の
ク
メ
ー
ル

語
を
母
語
と
し
て
お
り
、
こ
の
人
た
ち
を
多
数
派
民
族

ク
メ
ー
ル
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
に

カ
ル
ダ
モ
ン
か
ら
み
る
水
源
林
の
開
発
と
消
失

その10

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
　
石
橋
弘
之

暮らしの
中の熱帯

カンボジア、カルダモン山脈の地図
（https://opendevelopmentcambodia.net/layers/page/2/#）（2019 年 7月24日閲覧）

庭先に植えられたカルダモン
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は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
系

ペ
ア
ル
語
派
の
少
数
民
族
の
人
び
と
が
暮
ら
す
。
水
田

稲
作
、
移
動
焼や
き

畑は
た

耕
作
、
狩
猟
、
漁
労
、
森
林
産
物
の

採
取
と
交
易
を
営
ん
で
き
た
人
び
と
で
あ
る
。

20
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
、
カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
育
す
る
森

は
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
に
持
ち
主

が
い
た
。
カ
ル
ダ
モ
ン
の
果
実
が
成
熟
す
る
と
、
森
の

持
ち
主
は
解
禁
日
を
定
め
て
儀
礼
を
執
行
し
た
。
儀
礼

を
開
催
し
た
後
に
、
人
々
は
集
団
で
カ
ル
ダ
モ
ン
の
果

実
を
採
取
し
た
。
採
取
後
の
果
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
分
と
な
り
、
商
人
に
売
ら
れ
た
り
、
市
場
で
販
売
さ

れ
た
。

開
発
事
業
地
の
拡
大

２
０
１
０
年
以
降
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
の
山
林
や
メ

コ
ン
川
流
域
で
は
、
水
力
発
電
ダ
ム
の
建
設
が
相
次
い

だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
都
市
の

電
力
需
要
に
そ
の
供
給
が
追
い
付
か
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
背
景
に
あ
る
（
濱
崎 

２
０
１
４
）。

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
で
も
水
力
発
電
ダ
ム
の
開
発
が
進

ん
だ
。雨
が
多
く
、国
内
の
主
要
な
河
川
の
水
源
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
開
発
の
対
象
地
と
な
っ
た

（M
iddleton and Sam

 2008

）。
ダ
ム
開
発
の
対
象

地
は
、
保
護
地
域
と
重
複
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
や
世
界
銀
行
、
そ
の
他
の
ド
ナ
ー
は
ダ

ム
開
発
へ
の
投
資
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
中
国
企
業
は
社
会
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
厳
し
い

条
件
を
要
求
し
な
い
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
判
断
し

た
。
そ
し
て
、
中
国
の
国
営
企
業
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

に
財
源
を
支
援
し
て
ダ
ム
開
発
を
進
め
た
（Sullivan 

2015: O
' N

eill 2014

）。

で
は
ダ

ム
開
発
は

地
域
に
ど

ん
な
変
化

を
も
た
ら

し
た
か
。

２
０
０
９

年
か
ら
13

年
に
、
ポ

ー
サ
ッ
ト

州
ヴ
ィ
ア

ル
ヴ
ェ
ー

ン
郡
の
山
村
に
筆
者
は
滞
在
し
た
。
そ
の
頃
は
ダ
ム
開

発
が
着
工
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
。
現
場
で
は
高
級
木

材
の
紫
檀
の
伐
採
と
売
買
が
流
行
し
て
お
り
、
道
路
沿

い
に
は
各
地
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
た
労
働
者
の
伐
採
キ
ャ

ン
プ
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
紫
檀
を
買
い
取
っ
て
い
た

の
は
、
政
府
の
要
請
を
受
け
た
政
商
が
運
営
す
る
木
材

企
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
企
業
は
ダ
ム
堤
防
の
建

設
と
貯
水
池
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
。
貯
水
池
の
土
地

は
、カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
育
す
る
森
と
も
重
な
っ
て
お
り
、

そ
の
周
辺
に
は
紫
檀
の
木
も
生
育
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
場
で
は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
貯
水
池
の
境

界
線
な
の
か
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紫
檀
の

伐
採
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
、
森
林
消
失
は
急
速
に
進

ん
だ
。
さ
ら
に
、
紫
檀
が
枯
渇
し
始
め
る
と
、
貯
水
池

の
周
辺
に
残
っ
て
い
た
森
を
伐
採
し
て
土
地
が
売
ら
れ

た
。
カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
え
る
森
は
土
壌
が
肥
沃
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
を
購
入
・
貸
借
し
た
外

来
者
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
等
の
商
品
農
作

物
を
植
え
始
め
て
い
た
の
だ
。

上
流
で
の
開
発
が
下
流
に
及
ぼ
す
影
響

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
の
森
は
、
河
川
を
介
し
て
上
流
か

ら
下
流
の
海
や
湖
へ
水
を
供
給
し
て
き
た
。
そ
れ
が
現

在
で
は
、
下
流
の
都
市
か
ら
の
電
力
需
要
と
引
き
換
え

に
、
上
流
の
森
林
は
消
失
し
て
お
り
、
そ
の
森
林
か
ら

交
易
品
や
食
料
を
得
て
き
た
人
び
と
の
生
活
は
急
変
し

て
い
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
山
地
の
一
部

で
あ
り
、
全
て
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
カ
ル
ダ
モ
ン

が
育
つ
水
源
林
の
開
発
は
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
の
水
源
か
ら
流
れ
る
水
は
、
川
や
湖
を
介
し
て
低
地

の
都
市
と
繋
が
り
、
海
を
介
し
て
タ
イ
の
沿
岸
部
に
も

繋
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
い
ず
れ
森
の
保
水
力
が
低
下

し
て
、
下
流
で
土
砂
流
出
や
洪
水
が
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
。
開
発
の
影
響
は
、
一
つ
の
地
域
、
一
つ
の

国
を
越
え
て
広
が
る
。
い
か
に
し
て
、
上
流
の
現
場
で

起
き
て
い
る
実
態
に
目
を
向
け
つ
つ
、
開
発
が
流
域
の

広
が
り
に
も
た
ら
す
影
響
に
対
応
で
き
る
か
。
現
場
の

感
覚
と
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
、
こ
の
難
問
に
応
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

水力発電ダムの堤防建設地
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